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Ⅳ 評価項目及び評価指標 

１ 評価項目の設定について 

・STEP2 では、評価項目について項目の洗い出しを行い、STEP3 では、複数ある対策案の中から

一番適したものを選ぶため、評価項目毎に対策の効果の程度を図るための「ものさし」（評価

指標）を設定し、STEP４でこれを用いて複数案について比較評価を実施した。 

・対策案は、骨格軸を柱に、フィーダー交通についても骨格軸の機能発揮に資する観点から検討

を行うことから、評価はフィーダー交通による効用を踏まえ、骨格軸について行った。 

 

 

２ 評価項目の検討視点 

・国土交通省の「公共事業の構想段階における計画策定プロセスガイドライン（H21 年 3 月）」

において、計画づくりにあたっては、社会面、経済面、環境面等の様々な観点から総合的に判

断していく必要があるとされている。 

・環境面については、環境影響評価法に基づく配慮手続きを想定し、環境影響評価法で規定され

ている主務省令を踏まえ、検討を行った。 

・また、社会面、経済面に係る評価項目については、国土交通省鉄道局策定の「鉄道プロジェク

トの評価手法マニュアル（2012 年改訂版）」に示されている新規事業採択時評価等の例を基本

に、特殊事情も加味し、評価項目の検討を行った。 
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３ 評価項目検討にあたっての参考視点 

３-１ 環境影響評価法に基づく主務省令に示される環境影響評価項目 

 
※「〇」は、主務省令に示される参考項目。 

※参照した主務省令は以下のとおりである。 

・鉄道の建設及び改良の事業に係る環境影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うた

めの手法を選定するための指針、環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令(平成 10 年 6 月 12 日公布 

運輸省令第 35 号） 

・軌道の建設及び改良の事業に係る環境影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うた

めの手法を選定するための指針、環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令(平成 10 年 6 月 12 日公布 

運輸省・建設省令第 2号） 

 

 

３-２ 鉄道プロジェクトの評価マニュアル 

・鉄道プロジェクトの評価手法マニュアルでは、①事業による効果・影響の評価、②費用便益分

析、③採算性分析、④事業の実施環境の評価の４つの評価項目が示されている。 

 

・また、これに加え、県内でルート検討を行った沖縄都市モノレールの評価項目、将来像実現に

あたっての課題を踏まえ検討を行った。 
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３-３ 沖縄都市モノレール延長事業における評価項目 

・沖縄都市モノレール延長事業のルート選定にあたっては、以下の比較評価項目により複数ルー

トの比較評価を行っている。 

 

 

３-４ 将来像実現に向けた課題解決に必要な視点 

・将来像実現に向けた課題解決に必要な視点を評価項目として整理すると以下のとおりとなる。 
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３-５ 県民意見に基づく視点 

・県民からは、将来像実現に向けた課題解決に必要な６つの視点、事業性を評価するために必要

な６つの視点に基づく、幅広い視点での評価が求められた他、新たに４つの項目（物流、他交

通事業者への影響、フィーダー交通ネットワークの追加、耐災害性）を求める意見が寄せられ、

検討の結果、物流の視点を除く３項目が追加された。 

 

 

４ 評価項目の設定 

・県民意見等を踏まえ、対策案検討に必要な項目として下記のとおり設定した。 
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５ 評価指標の設定 

・評価指標及び算出方方等について以下のとおり設定した。 

注１：第３回プロセス運営委員会・参考資料６の「評価指標算定等資料２」に 4段階推定法の説明を記載 

注 2：第３回プロセス運営委員会・参考資料６の「評価指標算定等資料２」に費用便益比の説明を記載 

注 3：第３回プロセス運営委員会・参考資料５の「評価指標算定等資料１」に整理した内容を掲載 
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参考 

・設定した評価項目について、評価指標の検討を行い、指標の取り扱いについて整理を行った。     

 


